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香川県の特徴

約1.876km²

香川県は四国の北東部に位置しており、総面積は約1876km²と国内最小です。北部は瀬戸内海に面

して讃岐平野が広がっており、南部には讃岐山脈が連なっています。また、瀬戸内式気候となっていることか

ら、温暖で日照時間が長く、降水量が少ないという特徴があります。そのため、香川県では満濃池をはじめと

する約12,000のため池が県内各地に点在しており、夏場の渇水に備え水が蓄えられています。

また、香川県はうどんの消費量が全国1位であることから、別名「うどん県」と呼ばれることで知られています

が、その原材料である小麦のほか小豆島のオリーブなど、雨の少ない気候を生かした農作物の栽培が盛んと

なっています。

多度津

高松

香川県の位置と面積

出典：国土地理院

約35km

約80km

小豆島のオリーブ
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国民参加による気候変動情報収集・分析
事業 73,997千円

１１令和３年度国民参加による気候変動情報収集・分析事業

１）農業士等を対象とした県内農産物に関するアン

ケート調査及びヒアリング調査による情報収集

２）県民向けワークショップによる情報収集

３）熱中症予防・暑熱対策に向けた情報収集

４）県政モニターや環境イベントを活用した県民向け

アンケート調査による情報収集

• 論文・文献調査

• 専門家（国立環境研究所、大学、県内試験研究
機関等）へのヒアリングによる妥当性の確認

• 普及啓発用リーフレットの作成及び配布

• 地球温暖化防止活動推進員や保険会社等を活用
した県民、事業者への普及啓発

• 県適応センターホームページでの公表及び庁内関係
課への情報提供

・ 本県の気候変動影響に関する特徴的な事例や地域の特

性に応じた適応策について情報収集し、現状を把握する。

・ 暑さ指数、温湿度等を実測することにより、きめ細かなデ－

タを収集し、本県特有の気象条件や地理的条件の把握に

努めるとともに、地域の実情に応じた適応策を推進するため

の一助とする。

１）農業士へのヒアリング

２）県民向けワークショップ

３）熱中症予防・暑熱対策

４）アンケート調査

※

※準備期間を含む



気候変動影響情報収集

１）県内農産物に関するアンケート調査及びヒアリング調査

２）県民向けワークショップによる情報収集

３）熱中症予防・暑熱対策に向けた情報収集

４）県民向けアンケート調査による情報収集
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課題

目的

 本県の気候変動影響に関する特徴的な事例や地域の特性に応じた

適応策について情報収集し、現状を把握する。

 暑さ指数、温湿度等の科学的デ－タの収集により、本県特有の気象

条件や地理的条件を把握し、地域の実情に応じた適応策を推進する。



気候変動影響情報収集

１）県内農産物に関するアンケート調査及びヒアリング調査

２）県民向けワークショップによる情報収集

３）熱中症予防・暑熱対策に向けた情報収集

４）県民向けアンケート調査による情報収集
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課題

目的

 本県の気候変動影響に関する特徴的な事例や地域の特性に応じた適

応策について情報収集し、現状を把握する。

 暑さ指数、温湿度等の科学的デ－タの収集により、本県特有の気象

条件や地理的条件を把握し、地域の実情に応じた適応策を推進する。



課題１ 県内農産物に関するアンケート調査及びヒアリング調査

5

県内産農産物について、農業士等を対象に気候変動影響に関するアンケート調査

を実施する。アンケート調査後、水稲、野菜、果樹など県内主要農産物について、

県内を４地域に分けて、地域毎に農業協同組合営農センターや生産者を対象にさら

に詳細な聞き取り調査を実施する。

【実施方法】

【アンケート調査の概要】

実施期間 令和３年７月20日～令和３年８月31日

対象者 農業士、青年農業士（23名）

対象地域 小豆（4品目）、東讃（20品目）、中讃（7品目）、西讃（9品目）

栽培作物 水稲、小麦、柑橘類、すもも、びわ、ぶどう、なし、カリン、イチゴ、

ホウレンソウ、食べて菜、ミニトマト、ナス、レタス、グリンリーフ、

小松菜、黒豆、里芋、にんじん、にんにく、たけのこ（27品目）
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アンケート調査票
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アンケート調査の内容

１．栽培している農作物（３品目まで）について

品種、播種または移植時期、収穫時期、施設栽培の有無、加温の有無

２．気候変動影響について

・収量 ・凍霜害について

・品質 ・農作物の貯蔵性について

・病害の発生 ・訪花昆虫について

・虫害の発生 ・暖房用燃料の使用量について

・生育の早晩について ・労働環境について

・花芽分化について ・気候変動への適応について

・その他の影響、適応について（自由記載）

アンケート調査結果

Ｑ１ 作物の収量は、気候変動の影響を受けて増収または減収して
いると思いますか。
 「減収」「やや減収」34％

青ネギ、アスパラガス、水稲などで減収傾向にある。主な原因として、青
ネギでは生育期の降水量、アスパラガスでは日中の気温、水稲では日中の気
温及び平均気温が挙げられている。

 「やや増収」15％

柑橘類、ぶどう、かりんなどが増収している。その主な原因は、柑橘類で
は夜温、ぶどう・かりんでは日中の気温が挙げられている。

15%

51%

29%

5%

収量

やや増収 変わらない

やや減収 減収
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Ｑ２ 農作物の品質は、気候変動の影響を受けてい
ると思いますか。

 「良くなっている」「やや良くなっている」19％

柑橘類では、糖度が増しており、その原因として日射

量が影響しているとの回答が多かった。
ブロッコリー・レタスでは日中の気温、平均気温が主

な原因とされ、芋では地温が影響しているとの回答。

 「悪くなっている」「やや悪くなっている」41％

柑橘類・びわ・なしなどの果樹では高温障害、アスパ

パラガスでは減量、異形の発生などが挙げられ、主な原
因は日中の気温や平均気温が影響しているとの回答。
また、ブロッコリーでは死花、キャベツでは脇芽、ミ

ニトマトでは裂果など、いずれも日中の気温等が影響し
ていると考えられる。
水稲では、乳白との回答が殆どを占め、生育期の降水

量、日中の気温、平均気温、夜温などが原因として考え
られる。

8%

11%

40%

32%

9%

品質

良くなっている やや良くなっている

変わらない やや悪くなっている

悪くなっている

品質：悪くなっている又はやや悪くなっている
品 目 内 容 原 因

柑橘類 やけ果、高温障害 日中の気温、平均気温
びわ 高温障害 日中の気温、平均気温
なし 高温障害 日中の気温、平均気温
イチゴ 春の小玉化 日中の気温、夜温
青ネギ(ネ
ギ）

チップバーン 生育期の降水量

アスパラガ
ス

減量、異形の発生、曲が
り

日中の気温、平均気温

ブロッコ
リー

死花
平均気温、日中の気温、生育期の降
水量

キャベツ 脇芽 平均気温
ミニトマト 裂果(日焼け裂果含む） 日中の気温、夜温、収穫期の降水量
レタス 巻きがゆるい 平均気温
小松菜 夏場のやけ症状 平均気温
水稲 乳白 平均気温、日中の気温、夜温

品質：良くなっている又はやや良くなっている

品 目 内 容 原 因

柑橘類 糖度 日射量

ブロッコリー 大きさ 平均気温、日中の気温、生育期の降水量

レタス
（非結球）

品質 日中の気温、平均気温

芋
大きさ、形、
色

日中の気温、地温、生育期の降水量、日射量



2% 5%

27%

48%

18%

病害の発生

少なくなっている やや少なくなっている
変わらない やや多くなっている
多くなっている
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Ｑ３ 農作物の病害の発生は気候変動の影響を受
けていると思いますか。

 「多くなっている」「やや多くなっている」
66％

柑橘類の水腐、ブロッコリ－の軟腐、黒腐病は収穫期

の降水量が主な原因と考えられ、オリーブの炭疽病や
きゅうりのべと病、レタスのチップバーン、水稲のイモ
チ病などは、いずれも生育期の降水量が主な原因として
挙げられている。
また、イチゴ・ミニトマト・ナスのうどんこ病は平均

気温、夜温が影響していると考えられる。

 「少なくなっている」「やや少なくなってい
る」7％

ミニトマトは生育期または収穫期の降水量、日射量の
変化により病害が改善されている。また、芋について
は、生育期の降水量、人参については、日中の気温の変
化により病害が減ったとの回答。

病害（多くなっている又はやや多くなっている）

品 目 内 容 原 因

柑橘類
水腐 収穫期の降水量

そうか病 播種または移植時期の降水量

オリーブ 炭疽病 収穫期の降水量

イチゴ
うどんこ病、炭疽
病

平均気温、夜温

ブロッコ
リー

軟腐 平均気温、収穫期の降水量、日射量

黒腐病 収穫期の降水量

キュウリ べと病 夜温、地温、生育期の降水量

食べて菜 シラサビ病 日中の気温、生育期の降水量

ミニトマト うどんこ病 平均気温、夜温

ナス うどんこ病 平均気温、夜温

レタス チップバーン
日中の気温、ほ場準備期及び生育期の降
水量

ニンニク サビ、春腐れ 生育期の降水量

水稲 イモチ病 生育期の降水量、平均気温

病害（少なくなっている又はやや少なくなっている）

品 目 内 容 原 因

ミニトマト 葉カビ 生育期の降水量、収穫期の降水量、日射量

芋 立枯病 生育期の降水量

人参 黄化病 日中の気温
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Ｑ４ 農作物の虫害の発生は気候変動の影響を受
けていると思いますか。

 「多くなっている」「やや多くなっている」
80％

柑橘類・ぶどう・ブロッコリ－・アスパラガス・水稲
などでカメムシによる被害が増加しているとの回答であ
り、主な原因は日中の気温、平均気温、夜温等が影響し
ていると考えられる。
イチゴ・ブロッコリー・キャベツ・ホウレンソウ・ミ

ニトマト・ナスなどの野菜にヨトウムシ、シロイチモン
ジヨトウなどの害虫が増加しており、夜温や平均気温等
が影響していると考えられる。

 「少なくなっている」「やや少なくなってい
る」2％

里芋はヨトウムシによる被害が減少しているとの回
答であったが、原因は不明である。

虫害（多くなっている又はやや多くなっている）
品 目 内 容 原 因

柑橘類 カメムシ、ゴマダラカミキリ 日中の気温、平均気温
ぶどう カメムシ 日中の気温、夜温
イチゴ ヨトウムシ、アザミウマ 夜温、平均気温

青ネギ(ネギ） スリップス
平均気温、生育期の降
水量

アスパラガス カメムシ、アザミウマ、ハダニ
平均気温、夜温、日中
の気温

ブロッコリー
カメムシ、ヨトウムシ、シロイチモ
ジヨトウ

夜温、平均気温

キャベツ ヨトウムシ、シロイチモジヨトウ
日中の気温、夜温、平
均気温

ホウレンソウ ヨトウムシ 夜温
ミニトマト ヨトウムシ、アザミウマ、 平均気温、夜温
ナス ヨトウムシ、アザミウマ、 平均気温、夜温

水稲 カメムシ
平均気温、日中の気温、
夜温、平均気温

虫害（少なくなっている又はやや少なくなっている）

品 目 内 容 原 因

里芋 ヨトウムシ 不明

2%

18%

47%

33%

虫害の発生

少なくなっている 変わらない

やや多くなっている 多くなっている



3%

17%

73%

5%

2%
花芽分化

花芽分化しやすくなった やや花芽分化しやすくなった
変わらない やや花芽分化しにくくなった
花芽分化しにくくなった
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Ｑ５ 農作物の生育は、気候変動の影響を受けて、早くなっ
たり遅くなったりしていると思いますか。

 「早くなっている」「やや早くなっている」48％

ブロッコリーやミニトマト・レタスなど約半数の農作物

が、生育が早くなっていると回答。
「遅くなっている、やや遅くなっている」との回答は無し。

31%

17%

52%

生育の早晩

早くなっている やや早くなっている 変わらない
Ｑ６ 農作物の花芽分化は、気候変動の影響を受けていると
思いますか。

 「花芽分化しやすくなった」「やや花芽分化しやすくなっ
た」20％

ビワ・キャベツ・ホウレンソウなどで花芽分化しやすくなった

との回答があり、主な原因として日中の気温や平均気温が挙げられ
ている。

 「花芽分化しにくくなった」「やや花芽分化しにくくなっ
た」7％

イチゴ・ミニトマトなどで花芽分化しにくくなったとの回答が

あり、その主な原因として、日中の気温、夜温、平均気温などが
挙げられている。



2%

6%

12%

33%

47%

作業に適した時間

増えた やや増えた 変わらない

やや減った 減った
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Ｑ9 農作物への訪花昆虫は、気候変動の影響を受けて変化し
いると思いますか。

 「活動がやや悪くなった」8％

農作物の９割以上が、訪花昆虫の活動は変わらないとの回答で

あった。
イチゴ・ミニトマトで活動がやや悪くなったとの回答であり、そ

の主な原因は日中の気温、平均気温が影響していると考えられる。
訪花昆虫の活動が活発になったとの回答は無かった。

Ｑ10 農作物の栽培等に関する労働環境の内、作業に適した
時間は気候変動の影響を受けて、変化していると思います
か。

 「減った」「やや減った」80％

約８割の農作物について、作業に適した時間が減少と回答。その

主な理由としては、日中の気温が圧倒的に多かったが、平均気温、
ほ場準備期の降水量、収穫期の降水量との回答も見られた。

 「増えた」「やや増えた」8％

青ネギ・レタスなどで作業に適した時間が増えたと回答してお

り、その理由として平均気温が挙げられた。

92%

8%

訪花昆虫

変わらない やや悪くなった

※上記アンケート調査結果を踏まえて、今後、県内主要農産物についてさらに
詳細なヒアリング調査を実施することとしている。



気候変動影響情報収集

１）県内農産物に関するアンケート調査及びヒアリング調査

２）県民向けワークショップによる情報収集

３）熱中症予防・暑熱対策に向けた情報収集

４）県民向けアンケート調査による情報収集
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課題

目的

 本県の気候変動影響に関する特徴的な事例や地域の特性に応じた適応

策について情報収集し、現状を把握する。

 暑さ指数、温湿度等の科学的デ－タの収集により、本県特有の気象条件

や地理的条件を把握し、地域の実情に応じた適応策を推進する。



課題２ 県民向けワークショップによる情報収集

県民が日々の生活の中で実感している香川県特有の気候変動影響
に関する情報を収集する。

目的

地域性を考慮し、県内２地域（東讃・西讃）
に分けて1回ずつ実施。

※オンライン開催に変更。

実施方法

出典：国土地理院

東讃

西讃

イラスト出典：気候変動適応情報プラットフォーム

【東讃地域】令和３年11月25日（木）
【西讃地域】令和３年11月29日（月）



課題２ 県民向けワークショップによる情報収集

内容

●講義
「地球温暖化による気候変動について（香川県の気候について）」

高松地方気象台 吉村調査官
👉グループワークの前に、参加者に「（地域の）気候変動」や「適応」の
認識を深めてもらう。

●グループワーク
参加者を５人程度のグループに分け、議論促進のためファシリテー

ターとして地球温暖化防止活動推進員を配置し、意見を出し合う。
👉Jamboad（オンライン上のホワイトボード）ツールを用いて、参加者から
出た意見をリアルタイムで可視化、共有。



グループワークの一例

イラスト出典：気候変動適応情報プラットフォーム



気候変動影響情報収集

１）県内農産物に関するアンケート調査及びヒアリング調査

２）県民向けワークショップによる情報収集

３）熱中症予防・暑熱対策に向けた情報収集

４）県民向けアンケート調査による情報収集
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課題

目的

 本県の気候変動影響に関する特徴的な事例や地域の特性に応じた適

応策について情報収集し、現状を把握する。

 暑さ指数、温湿度等の科学的デ－タの収集により、本県特有の気象

条件や地理的条件を把握し、地域の実情に応じた適応策を推進する。



熱中症予防・暑熱対策に向けた情報収集
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課題３

市街地である『高松』と郊外の地域である

『滝宮』において、県内２つの高校と協力

し、夏季における暑さ指数の測定を実施しま

した。

【実施方法】

【測定について】

実施期間 令和３年７月1日～令和３年10月31日

設置場所 高松市：Ａ高等学校

滝宮：Ｂ高等学校

→各高校、10か所ずつ場所を選定し、測定機器を設置

測定項目 温度、湿度、黒球温度、WBGT
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温湿度計

WBGT計（φ75黒球）

高精度温湿度計

WBGT計（φ24黒球）

WBGT計（φ150黒球）

90×34×15mm

75×75×301mm

40×32×240mm

58×78×26mm

1.5×約1×約1m

【使用機器】
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【設置場所】

本館

東館

体育館

1F

本館

東館

体育館

2F

Ａ高校

運動場

中庭

本館

屋上

本館

5F

・温湿度計
・高精度温湿度計
・φ75WBGT計
・φ23WBGT計

・温湿度計
・高精度温湿度計
・φ75WBGT計

・温湿度計
・φ150WBGT計

・温湿度計

・本館（北）２F ： 工芸科クラフト実習室
・本館（北）５F ： 美術科絵画（油絵）教室２
・本館（南）２F ： 進路指導室
・本館（南）５F ： 芸術教室
・本館（南）５F（低位置）： 芸術教室

・体育館 １F
・体育館 ２F
・屋上
・運動場
・中庭



体育館

3F1F 2F

本館 本館本館

運動場

屋上

本館

・本館（北）１F ： 物理教室
・本館（北）２F ： 農業実習室（１）
・本館（北）２F ： 家庭経営実習室
・本館（南）１F ： 倉庫
・本館（南）２F ： 印刷室

・本館（南）３F ： 視聴覚室
・体育館
・屋上
・運動場
・中庭
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・温湿度計
・高精度温湿度計
・φ75WBGT計
・φ23WBGT計

・温湿度計
・高精度温湿度計
・φ75WBGT計

・温湿度計
・φ150WBGT計

・温湿度計

【設置場所】 Ｂ高校
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【測定結果】 温湿度計

市内

郊外

温湿度の値から換算式*を用いてWBGTに変換した値を比較
* 0.687×温度＋0.036×湿度＋0.00367×温度×湿度－2.062

・中庭が高い

→屋外に設置しているため

・郊外の北館が高い

→朝の気温上昇が高いため、朝日

の影響

・郊外は市内より値のばらつきが

大きい

・市内は夜間にWBGTが低下しにくい

→ヒートアイランド現象の影響

日最高WBGT推移 （重回帰分析により算出）

＊運動場、屋上については解析中



23

【測定結果】 精密温湿度計

市内

郊外

温湿度の値から換算式*を用いてWBGTに変換した値を比較

・温湿度計の測定結果と傾向は同じ

（0.5～1.0程度、WBGTに差がある）

・基本的には、上階や体育館が

WBGTは高くなる

日最高WBGT推移
* 0.687×温度＋0.036×湿度＋0.00367×温度×湿度－2.062

（重回帰分析により算出）
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【測定結果】  WBGT計（φ24黒球）

市内

郊外

・市内は体育館の方が高いことが多い

が、郊外では南館の方が高いことが

多い

・雨の日はWBGTにも影響を与える

日最高WBGT推移
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【測定結果】  WBGT計（φ24黒球）

市内

郊外

日最高WBGT推移

降雨日

・市内は体育館の方が高いことが多い

が、郊外では南館の方が高いことが

多い

・雨の日はWBGTにも影響を与える



今後の予定
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１分析・整理

• 調査結果の整理、データ分析

• 専門家（国立環境研究所、大学、県内試験研究機関等）へのヒアリングに

よる妥当性の確認

• 報告書作成

２普及啓発

• 普及啓発用リーフレットの作成及び配布

• 地球温暖化防止活動推進員等を活用した県民、事業者への普及啓発

• 県適応センターホームページでの公表及び庁内関係課への情報提供

３報告会


